
学校にコンテンポラリー ･ダンスがやって来る

県内254小学校での鑑賞載圭をデザインするアー トNPOの挑戦

高橋るみ子 (宮崎大学教育文化学部)

1.はじめに

芸術作品を対象とする美的体験 (芸術鑑賞)は,出会いであり,｢開いた体験｣という性格をも

つ.美的体験のなかでの発見は,まずは対象の特徴の発見だが,それを介して体験主体自身の発

見にもつながる.美的体験のなかで,われわれは自らの好み,性格,感受性,思想などの自覚を

得ることができる.主体のこの強い関与のゆえに,美的体験は価値にかわる1)) コンテンポラ

リー ･ダンスの鑑賞も,出会いがあり,鑑業者は,自らの好み,性格,感受性,思想などの自覚

を得ることができる.1)

｢学校にコンテンポラリー ･ダンスがやって来る｣は,宮崎の子どもたちに,コンテンポラリ

ー･ダンスと出会い,自らを発見する美的体験の機会を与えることを目的に,昨年度から始動し

たプロジェクトである.今年度は,｢みやざき学｣として取り組んだ.

今年度の取り組みの背景について説明する.く表 1〉は,学部のホーム･ページ (教員紹介)に

記載した今年度の研究計画である (一部修正).

く表 1〉 平成 21年度 研究計画

｢人とかかわるダンス,地域とかかわるダンス｣をテーマに,体育で取り扱うダンス学習の未来の形を,芸術的な側面

から,実践的 ･実証的に追究します.｢ダンスのある生活｣が ｢音楽のある生活｣と同じように,誰にも当たり前になる

ことを期待して ･･I

1.音楽と演劇を隔年で取り上げてきた鑑賞教室 (小学校)で, ｢ダンス｣を取り扱うことができるのか,その可能性を

実践的に探ります.併せて,コンテンポラリー ･ダンスの鑑井が,子どもたちの表現の世界を拓く早道であることを

明らかにします.平成20年度に通山小 (川南町)で実施したダンス鑑賞教室を,平成21年度は,大束小 (串間市)

等で実施する予定です.

2.身近な事象をよく観察して,見たことや感じたことを身体で表す行為がダンスであるならば,同時代を生きていても,

地域が異なれば,おのずとその表現も違うはずです.また生きる時代が違っても,地域が同じならば,その表現には

共通するものがあるはずです.そこで,宮崎を拠点に活動する振付家 ･ダンサーと共同で, ｢地域らしい｣表現やダ

ンスを探り,上漬します.
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今年度の研究計画に沿い,<表2>に示す主催 ･共催事業を行なった.★印は,｢みやざき学
として取り組んだ活動である.

〈表2〉 平成21年度の主な活動 (高橋るみ子)

(2009)4.06- センスアップ ･エクササイズ(～2010.3.31) ※毎週水曜日

4.24 ★はじめてのコンテンポラリー ･ダンスpart2

5.12- 感性を拓く表現あそぴin第-幼稚囲(三股町)(～ll.5)※計6回

5.19- 感性を拓く表現あそびin綾(～2010.2.25) ※町立保育所3園, 計7回

6.09 感性を拓く表現あそびin西都 (第 1回) ※市立保育所7圃

6.21,22 山下残 (振付家 ･演出家)によるコンテンポラリー ･ダンスワークショップ

6.26 ★はじめてのコンテンポラリー ･ダンスpart3

7.01- 感性を拓く表現あそぴinあおぞら幼稚園 (宮崎市)(～2010.3.18) ※ 計8回

8.18 感性を拓く表現あそびin西都 (第2回) ※市立保育所7園

8.22 じゃがじゃがサマー ･セミナー'09

8.25 高橋るみ子 ･ダンスで拓く表現の世界 ｢8th 踊るスポーツマン｣

9.09 感性を拓く表現あそびinひろせ幼稚園(宮崎市)

11.26 ★学校にコンテンポラリー ･ダンスがやってくるin東郷小学校 (日南市)

12.10 Pre踊りに行くぜ !γol.10 -宮崎公演～

12.12 締りに行くぜ !vol.10 -宮崎公演～

(2010)1.11 親子であそばう～感性をひらく表現あそび (西都市)

1.29 ★学校にコンテンポラリー ･ダンスがやってくるin大束小学校 (串間市)

2.18 ★学校にコンテンポラリー ･ダンスがやってくるin那珂小学校 (宮崎市)※ワークショップのみ

これらの活動は,報告者と児玉孝文,そして野連壮平 (みのわそう-い)が中心となり,舞柄

学研究室とダンスグループ ｢踊るスポーツマン｣,そして, NPO法人 ｢MIYAZAKIC-DANCECENTERJ

が協働で実施した.

児玉と野連は,ダンス･ユニット｢んまつ-ボス｣として,県内外で活躍する振付家 ･ダンサ

ーである.今年度は,札幌,春日井 (名古屋),東京,そしてソウルで自作品を上演した.児玉

と野連は,ダンス･ユニット｢んまつ-ボス｣として,県内外で活躍する振付家 ･ダンサーであ

る.今年度は,札幌,春日井 (名古屋),東京,そしてソウルで自作品を上演した.｢踊るスポー

ツマン｣(主宰 :高橋るみ子)は,宮崎大学教育文化学部表現 ･創作ダンス研究グループを前身

とする,県内唯一のコンテンポラリー ･ダンスグループである.平成 14年に旗揚げ公演を行な

い,年 1回,自主公演を行なってきた.今回を含む8公演の内,宮崎市文化振興基金事業として

3回, ｢みやざき舞台芸術シリーズ｣(後述)として1回,実施している.
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NPO法人 ｢MIYAZAKIC-DANCECENTER｣(以下 ｢アー トNPO｣)は,県内初の,大学生 (実際は,

研究生と院生)が起業した認定NPO法人である.｢んまつ-ボス｣の野連と児玉が,それぞれ代

表理事と副代表理事となり,上質な上演活動の企画 ･運営や,子どもたちの身体表現 ･ダンスに

かかわるプログラム等をコーディネイ トする等,地域に根ざした美的創造的芸術活動を展開して

いる.また,これらの活動には,オブザーバーとして,報告者と竹内元准教授 (指導教員)が参

加 している.本プロジェクトは,アー トNPOのメイン事業の一つである.

2.ダンス文化とコンテンポラリー ･ダンス

コンテンポラリー ･ダンスと,舞踊文化及び教育との関係を, く図1〉に示した.舞踊学の松

本千代栄氏が作図した ｢舞踊文化と教育｣ (｢学校体育研究第 18巻｣所収,1994)を参考に,

報告者が作成したものである.

く図 1〉 コンテンポラリー･ダンスと舞師文化･教育

芸術的形成
轟義の新生と轟貴

一感動- 1 一目覚め一

義的形成の組成

■
パターンの反慎

一酔い一 十 一楽L'み一

生の喚起と共有

民俗的発生

ダンスにも実に様々なジャンルがあり,人々は, ｢楽しみ｣や ｢酔い｣,あるいは ｢感動｣や

｢目覚め｣を求めて,好みのダンスを,踊り,創 り,鑑賞してきた. "DANCE''の語源は,`̀Desire

of Life''すなわち,生命の欲求を意味するという説がある (松本,1987).そうしたダンスと

の,殊に ｢目覚め｣の機会を与えるダンスとの出会いがある日常は,新しい気づきをもたらし,
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人々の精神を活性化する.しかし,本県では,バレエやモダン･ダンスを知る人はいても, ｢バ

レエでもなく,モダン･ダンスでもなく,なんとなく新しい,あの-んのダンス｣ (乗越,2003)

と呼ばれるコンテンポラリー･ダンスについては,そうしたダンスがあるということを知ってい

る人はわずかである.まして,コンテンポラリー･ダンスを"坐"で観たことがあるという人は,

さらに少ない.その根拠は,本県の芸術振興の進め方を見れば明らかとなる.

〈表3〉は,メディキット県民文化センター (宮崎県立芸術劇場)の今年度の主催事業 (公演数)

を,ジャンル別に分類したものである.

〈表 3〉 メディット県民文化センター 平成 21年度主催事業のジャンル別公演数

音楽 17 注 :｢みやざきの舞台芸術シリーズ｣の3公演を含む.

演劇 5

舞踊 2

演劇とダンスの公演数を合わせても音楽の公演数の 17に及ばない.この日主事業とは別に,

音楽には, ｢第 14回宮崎国際音楽祭｣もある.また,宮崎県立芸術劇場には,本県出身の芸術

家の活動を応援する ｢みやざき舞台芸術シリーズ｣というプログラムがあり,今年度の3プログ

ラムのすべてが音楽であった.こうしたジャンルの偏りは,今年度に限ったことではなく,この

偏りが良くも悪くも本県の芸術振興の実態と言うことであろう.しかし,ますます予算が削減さ

れる中で,振興の対象を分散するより音楽に特化する方が,県民のニーズに合っている,と考え

る市民は多いようである.したがって,ニーズが少ないからと手をこまねいているだけでは,舞

踊はもちろん,コンテンポラリー ･ダンスの状況は変わらない.

反バレエ,あるいは脱バレエを試行したフランス発の ｢ヌーヴェル ･ダンス｣が,本プロジェ

クトが取り扱うコンテンポラリー ･ダンスの前身である.現在は,映像,音響,照明,美術,IT

等を複合的に導入した新しい表現方法を追求する ｢何でもありのダンス｣として,革新的な運動

を追究した ｢｢ヌーヴェル ･ダンス｣とは区別されている.コンテンポラリー ･ダンスは,バレ

エテクニックを母体としたバレエ団やダンスカンパニーによる集団的なダンスと,個人作家によ

るより実験的なダンスの二つがある.殊に後者は,文字,ビデオ,ファッションなど,様々なメ

ディアを用いて,観客と感性 (ユーモア-)や知性を共有することを目的とし,｢んまつ-ボス｣

の二人がそうであるように,ソロやデュオなど,少人数による作品が多い.上演場所も,より小

規模な劇場や,ギャラリー,時には屋外など,オルタナテイヴなスペースが使われる.したがっ

て,後者の個人作家による作品を上演する鑑賞教室ならば,小学校の体育館でも可能と言うこと

になる.

｢コンテンポラリー ･ダンスには,明確な定義はない｣(乗越,2003)と言われながら,近年
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は,｢観客の存在をもって成立する創作的なダンスの総称｣として,｢コンテンポラリー･ダンス｣

の語が使われるようになっている.｢んまつ-ボス｣の二人が,コンテンポラリー ･ダンスの振

付家 ･ダンサーを目指すきっかけとなった,｢大学生のための少人数による創作ダンスコンクー

ル｣(富山県)の表記も,｢コンテンポラリー･ダンスコンクール｣に変わっている.したがって,

本プロジェクトも,学校文化でなじみのある ｢創作ダンス｣ではなく,コンテンポラリー ･ダン

スの名称を採った.

3.小学校にコンテンポラリー ･ダンスがやって来る

学校文化の ｢創作ダンス｣(小学校では ｢表現｣)は,教科の体育にありながら,美的創造的芸

術活動を取り扱う領域である.すなわち,社会文化のコンテンポラリー･ダンスの基礎を学ぶ領

域であり,身近な ｢モノや事柄との新たな関わりを築いて,それらと自己の内的真実を探求し表

現する｣楽しさを,体験的に学ぶ領域である.すべてが消費の対象となるような現代にあって,

｢立ち止まって意味を考える機会を与える｣という点で,体育でコンテンポラリー･ダンスの基礎

を学ぶ教育はますます重要になるであろう.〈図2〉は,本プロジェクトが期待する効果を図示し

たものである.

く図2〉 ｢小学校にコンテンポラリー ･ダンスがやってくる｣の期待される効果

相和法人MIYAZJ叫くIC-DANCECENTER

立ち止まっ亡ii讐{htZM 手嶋嚢を与える
コンテンボラIJ-.ダンスの義責数量

アーティスト

r存在をかけたIIいかけ｣

<作品>

I

J､l
児童･生徒

｢儀一*の出合い
dI分○全存在で薫けとめる.

く上義>

雷しい曽嘉○出義 替乗手発け fしく自責し
自分自身を先果します.

ダンス文1bに対する興味･ll心の r脱学習｣

tlるrJLせる 体義

身近にコンテンポラリー･タンスのある生活

宮崎の今を生きる子どもたちが,身近なモノや事柄との新たな関わりを築いて,それらと自己

の内的真実を探求し表現する ｢創作ダンス｣や ｢表現｣は,｢今の時代がもっている,まだ言語

化されないほどレアでリアルな意識を形にしたもの｣(乗越,2003)である.同じく,宮崎の今
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を生きる振付家 ･ダンサーが,身近な ｢モノや事柄との新たな関わりを築いて,それらと自己の

内的真実を探求し表現する｣コンテンポラリー ･ダンスは,｢今の時代がもっている,まだ言語

化されないほどレアでリアルな意識を形にしたもの｣である.宮崎を拠点に芸術活動を展開する

振付家 ･ダンサーの作品を鑑賞する場は,宮崎の子どもたちに,｢立ち止まって意味を問いかけ

る機会を与える｣だけではなく,身近にダンスのある日常につながる体験でもある.

く表4〉は,今年度に実施したダンス鑑賞教室の概要である.

く表4〉 平成 21年度 ダンス鑑賞教室の概要

★■小事按(日{市)
日 時 平成21年

金 4 .土井小事故休JF甘

内 容 :ワークショップ&竃JE鼓室

Pt師&7-テイスト
んまつ-ボス (児玉書文･みのわそうへい)

事加書 ワークショップ 38名 (4年生)
義★■重 121名 (1-峠 生)

大義小事故(■rq市)

日 時 ･平成22年

会 場 :大束小学校休7F他

内 容 :ワークショップ&竃十枚圭

tl色事&アーティスト
んまつ-ボス (児玉孝文･みのわそうへい)

事加舌 .ワ-クショップ 24名 (6年生)
t暮義士 148名 (1-6年生)
その他 救A･保護者

｢(-{8-3tgD-V=L-~I--l

至 言言霊 書

i_6iF_BblT____… "l

-■■-■■-■■■--■■---ll
:丁三 幸 ≡ …

Lr_-ヒ暫1ほJiAL{<_AM .

■■■--■■---■■---1■-■■--■■-■
l 制作
l *Fi苧研究室赦7F実践エJ*みやざき

写真 1･2 鑑賞教室とセ ットで行なわれたワークショップの活動風景
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4.成果と課題

今年度の活動の成果を,東郷小学校 (日南市)と大束小学校 (串間市)の児童の感想文 (自由

記述)から探り,〈表5〉に示した.ただし,東郷小学校の感想文は鑑賞教室の当日に書かれたも

ので,大束小学校の感想文は,翌日から1週間の間に書かれたものである.その違いが,両校の

数字に表れたと思われる.また,上演の最後に,東郷小学校の児童には,教師が,｢楽しかった

ですか?｣と質問し,大束小学校では,アーティス トが,｢またダンスが観たいですか?｣と質問

した.そうした学習の振り返りも数字の違いに影響していると思われる.

〈表5〉 鑑賞教室の成果 -児童の感想 (自由記述)より一

東郷小学校 大束小学校

1-4年生 1-6年生

(121名) (148名)

またダンスが観たい 24.8% 40.5 %

大束小学校では,前述の ｢またダンスが観たいですか?｣と問いかける前に,｢難しかったです

か?｣,と質問した.それに対し,児童の半数が挙手したにもかかわらず,次の ｢またダンスが観

たいですか｣に対して,児童のほぼ全員が挙手した.｢また観たい｣といったダンス-の興味や

関心は,時間の経過するに従い薄くなりはした.けれども,鑑賞した直後は,多くの児童が,｢難

しい,わからない｣けれど｢おもしろい,また観たい｣と意思表示したということは,報告者らが

期待したような,難しいことやわからないことにも ｢おもしろい｣ものがあると考えた児童がい

たということである.あるいは,難しい,わからないから ｢また観たい｣と考えた児童がいた,

と言うことである.
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作品 『金の羽毛をもつ

トカゲのためのポスター』

(作 ･児玉,出演 ･児玉 ･みのわ)



く表6〉に,実践を通して見えてきた課題をまとめた

く表6〉 本プロジェクトの課題

錬磨 1 県内の小学校の多くの鑑賞教室が取り扱う内容は.音楽や演劇

である.コンテンポラリー ･ダンスを取り扱った前例がない.

課題2 音楽や美術のような芸術教科には,r表現｣とr鑑賞｣の領域がある.

同じ美的創造的芸術体験を内容としながら,体育の表現運動には

｢鑑井｣が位置づいていない.

課題 3 ダンス文化について関心のある先生が少ない.

ダンス文化の学習として,表現運動を捉えている先生が少ない.

課題4 言葉から,コンテンポラリー ･ダンスの生井会は低学年には難しい,

と考えている先生 (自身は観たことがない)が多い.

これらの課題を解決するために,次年度の広報用のチラシを作成した.デザイン等の制作は,

舞踊学研究室の豊福彬文 (学校教育課程 3年)と宗彩乃 (同3年)が担当した.チラシでは,キ

ャッチ ･コピーに,児童のダンス鑑賞教室の感想文を採用したが,採用した感想だけではなく,

他にも,子どもたちが,｢立ち止まって意味を考えた｣ことが伝わってくる感想を抽出することが

できた.それらを〈表7〉に示す.殊に,★印をつけた感想は,本プロジェクトの関係者を勇気づ

けるものであった.

く表7〉 子どもたちの鑑井教室子の感想

くl年生〉 ★ ｢なんかおもしろいダンスをしてくだきっておもしろかったです.｣(東郷小)

｢んまつ-ボスの人は何でこの踊りを考えたんですか.｣(東郷小)

｢なぜあんなに高くとべたんですか.｣(大束小)

★ ｢猛毒の トカゲの左足をあげて歩くのは耗 しそうだったから,実際にすると倒れてばかりだったから,

どうやったら左足を上げて歩けますか?｣(大束小)

｢最初はどこに行ってダンスを覚えたんですか.｣(大束小)

く2年生〉 ｢なんか足と手がついたり離れたりしてすごかったです.｣(東郷小)

★ ｢今日のダンスを見てびっくりしました.人が トカゲの翻りをしました.｣(東郷小)

★ ｢わたしは,一番おもしろかったダンスは全部です.｣(東郷小 ･大束小)

｢ジャンプがすごかったです.足の裏にバネがあるのかなと思いました.｣(大束小)

｢オオカミか トラかライオンかわからない動きで楽しかったです.∫(大束小)

★ ｢月がきれいできれいでたまらなくなって.｢月がきれい｣が心に残りました.また月が見たいです.｣

(大束小)
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｢ダンスが心に残ってもう一度みたいです.｣(大束小)

｢はじめて見てちょっと難しいなと思いました.考えてみるとちょっとわかりました.｣(大束小)

く3年生〉 ★ ｢今日の夜に月を見てみたいです.｣(東郷小)

｢ときどき ｢何メー トルとんでいるんだろう｣と思ったりしました.｣(東郷小)

｢二つとも雰囲気が違っていてドキドキわくわくしました.私もバレエをしていて, 同じバレエを

していても違いがあることに気がつきました.｣(東郷′J､)

く4年生〉 ★ ｢ぼくが一番気に入ったのは,児玉孝文さんとみのわそう-いさんでした.｣(東郷小)

｢2人で抱きついて恥ずかしくないのかなと思いました.｣(東郷′J､)

｢跳んだり回ったりして疲れていても1年生～4年生のためにがんばっているんだなと思いました.｣

(東郷小)

★｢ダンスを見るのはこれで2度目なので,どんなことをするのかわかっているつもりだったけれど ぼくが
考えていたのと全然ちがったのでとてもおもしろかったです.｣(東郷小)

コンテンポラリー ･ダンスの鑑賞教室とは,必要を ｢満たす｣ための場 (トポス)ではなく,

鑑賞して初めて必要を ｢発見する｣場である.子どもたちに,コンテンポラリー ･ダンス

を ｢鑑賞させてしまえば｣もう ｢勝ち｣なのである2).

5.おわりに

県内の小学校でコンテンポラリー ･ダンスの鑑賞教室を実施するプロジェクトは,｢みやざき

学｣の趣旨とは少し異なる.しかし,世界を視野に入れた活動の拠点として,敢えて地方 (宮崎)

を選ぶ若い人材や,そうした人材が立ち上げたNPO法人は,宮崎のオルタナテイヴな魅力であり,

個性であり,潜在能力ではないかと考えている.

他方,若い人材に対し,中央で活躍しなさい,ぬるま湯のような宮崎に居てはだめだ,宮崎 (の

ような地方)は中央で活躍した人を評価するから,といった助言もよく耳にする.しかし,逆に,

｢ぬるま湯のような｣宮崎だからこそ,若い人が挑戦できることもある.実際,｢んまつ-ボス｣

やア一十NPOの活動と併せて,それを可能にする地域や人に,興味･関心を示すアーティストや

団体も多い∴したがって,｢学校にコンテンポラリー ･ダンスがやって来る｣が全国に知れわた

り,自分も宮崎の子どもたちの前で踊りたい,と県外から若いアーティストが参集するようなこ

とも考えられる.そして,それは意外に近い将来かもしれない.

最後に,ここ宮崎を拠点に活動する振付家･ダンサーが育ち,そうした彼らの作品を鑑賞する

場ができて,ようやく舞踊学研究室の研究教育活動が循環する (く図3〉参照).｢んまつ-ボス｣

に続くアーティス トの養成が,スムーズな循環の課題である.

-82-



く図3〉 舞柄学研究室の教育と研究
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